
 

832-3311 MAIL

駐車場 〇 備　考

保育補助 栄養士 調理員 事務員

〇 ー 〇 〇

個人懇談※

行事に関する補足事項 毎月(お楽しみ会、避難訓練、身体測定）

保育者総会※ 水遊び 生活発表会(３、４、５歳児） 卒園式※

春の遠足 もちつき

入園式※　　進級式 保育参観（０、１、２歳児） 運動会(３、４、５歳児） おめでとう会

こどもの日の集い 七夕会 秋の遠足 節分会、ひな祭り会

延長保育に関する補足事項
保育園に申し込み。

審査あり。

【7. 主な行事】保護者参加行事は※印

春（4ｰ6月） 夏（7-9月） 秋（10ｰ12月） 冬（1-3月）

【6．延長保育】

延長保育

定員 ３０名

受入可能月齢 2歳児クラスから

保育時間 18:15～19:15

食事・おやつの提供 食事は提供しないが、おやつの提供はあり

送迎スペース 〇 駐輪場 ー

保育士以外の職員構

成

看護師

（健康管理）
備　考

〇 調理員は委託先にて常駐　栄養士は委託先にて不定期来園

異年齢保育 3歳以上児は年数回あり

【5．施設情報】

開園時間

開園時間
保育標準時間

（最大11時間）

保育短時間

（最大8時間）

7:15～19:15 7:15～18:15 8:30～16:30

受入可能月齢 生後６か月以降から

【3．保育の目標（育てたい子ども像）】

生き生きと生活し，元気なこども。

友だちと仲良く遊び、最後までやり遂げる子ども。

自然体験を通して心豊かに感じ、さまざまに表現できる子ども。

【4．定員数】

0歳児 1～2歳児 ３～５歳児 合計

一人ひとりに寄り添った保育をします。

・自然を生かした保育

・体力作り(安田式運動遊び、リズム遊び等）

園庭の有無 有
活動で利用する

主な公園等
山本第七公園、平山神社ちびっこ広場

HP http://www.meitoku-f.ed.jp

12名 58名 110名 180名

こちらの園情報は 2023年11月16日 現在時点の情報です。園に問い合わせて園見学を行い、最新の情報をご確認ください。

山本まごころ保育園

TEL 209-8500 FAX y-magokoro@meitoku-f.ed.jp

【2．園の特色（園が大切にしていること）】

【１．基本情報】

施設類型 私立保育園 設置運営 社会福祉法人明徳福祉会

所在地 広島市安佐南区山本七丁目3-8 園へのアクセス
JR可部線　安芸長束、下祗園下車徒歩２０分、

広島交通春日野線　山本７丁目下車　徒歩１分



○ 委託 ○

ー 園用意 ○

有

有

電話 MAIL アプリ等

〇 〇 ー

おむつの用意

おむつの処理

アレルギー対応

障害児受入

〇

〇子育て支援 月～金(電話にて受付）

一時保育・子育て支援に関する補足事項 園の行事などにより、ご意向にそえない場合もあります。

【13．その他、園からのお知らせなど】

ー

月～金 可

予約受付 登録をした上で申し込み 不可

園庭開放 年に数回（HPを参照ください）

【12. 一時保育・子育て支援】※ 詳細は園にお問い合わせください

一時保育 〇

定員 １名 おむつ持ち込み（紙のみ）

受入年齢 1歳児クラスから５歳児クラスまで 保護者で廃棄

実施曜日

保護者会 開催頻度 年１回

【11．園への連絡方法】

連絡方法

FAX

ー

完全除去可能なアレルギー品目 鶏卵、牛乳、乳製品、ゴマ、魚卵、魚類

給食・アレルギー等に関する補足事項
医師の診断書をもとに委託先と協議いたします。

場合によっては弁当持参をお願いします。

【10．懇談会・保護者会】

懇談会 開催頻度 個人懇談を年１回

【9．給食・アレルギー等対応】※ 3歳未満児までは、園で主食の用意を行います。3歳児以上の副食費の詳細については、園にお問い合わせください。

給食 自園調理

主食の用意 ※ 3歳以上児のみ 保護者持参

原則給食で提供を避けているアレルギー品目 蕎麦、ピーナッツ、ナッツ類

入園までに用意するもの

※園指定によるものは下線部あり

おたよりホルダー、雑費袋、連絡帳、カラー帽子、ねんど一式、マーカー、クレパス、ナイロンバッグ、スモック、エプロン、おしぼり

３歳以上児は、名札、シール帳、シール、体操服上下、はさみ、のり

上記のうち指定物品の費用

　　　（概算）
７１０円～１８０００円程度

持ち物に関する補足事項
お家で使われているものでも構いません。

おむつ処理については検討中です。

おむつの用意 おむつ持ち込み（紙のみ） おむつ処理 保護者で廃棄

箸・フォーク・スプーン 園で全て用意 水筒 ３歳児クラスから持参

【8．持ち物について】

午睡用布団 保護者用意

家庭から持ち込む寝具類

敷布団、カバー

掛け布団、カバー(夏以外）

タオルケット(夏）寝具類の持ち帰り頻度 週１回(金曜又は土曜日）


